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近年、日本での留学を希望する若者はますます増えている。中でも中国からの留学生は

最も多い。中国人学習者の中には専門学校、大学また大学院への進学を目指し、まず日本

語学校に入学し、日本語を勉強する人もいる。正式に日本語を勉強するなら、日本の文字

を学ぶことは重要である。中国語母語話者にとって漢字を使う語彙は、母語と似ており、

また意味が想像しやすく、日本語を学習しやすいと思われがちである。  

稿者は中国の大学での日本語専攻出身である。日本語学習について、自身の経験を振り

かえると、体系的に語彙を学習したことがあまりなく、単に単語を暗記していた。しかし、

日本語能力試験に合格するためには、語彙量が少ないことを感じ、自身でリソースを探し、

語彙を覚えた経験がある。その後、日本に留学することを決め、まず日本語レベルを上げ

ようと、日本語学校に入学したが、大学と同様に日本語学校でも語彙指導を受けたことが

あまりなく、進学のための受験対策、読解聴解を中心とした授業を受けた。それは、学生

は全員漢字圏の中国人であったからかもしれない。学校の授業で忙しい中でも、専門知識

に関する語彙や日本での生活に関する語彙の量が明らかに足りないと感じ、単に単語帳を

見て単語を丸ごと暗記することのほかに、学校からもらった資料以外のリソースを探し、

語彙を覚える方法を探し学習していた。大学入学後に身に付けた自分で学習する能力を生

かし、来日してからも語彙学習を順調に進めてきた。 

自分自身の経験から、オートノミーの重要性が分かったが、学習にオートノミーという

概念をどの段階で、どのように導入すれば、語彙学習に良い影響を与えるのか、さらに、

それを手助けとして日本語学習をうまく進めていくことができるのかはまだわからない。

そこで語彙学習とオートノミーの関係を追究したいと考えた。 

本研究では、自律学習の要素の一つ「学習ストラテジー」を中心として、学習者の語彙

学習ストラテジーを見ながら、学習者オートノミーの変化を分析することにする。  

本研究の調査対象者は日本語学校に在籍する中国人留学生 4 名である。調査期間は日本

語学校の一学期間（4 月 15 日—7 月 29 日）であるが、六つの調査時期に分けられる。調査

対象者と一対一の対面式の半構造化インタビューを行う。インタビュー調査とアンケート

調査を実施し、語彙学習リストにより調査対象者たちの語彙学習内容を聞く。学習者に対

して予めストラテジーを提示するため、学習ストラテジーと語彙学習ストラテジーに関す

る理論を整理し、分類範囲が広いオックスフォードの学習ストラテジーをモデルとした 35

問の語彙学習リストを作り、本調査で使用することにした。また、今の段階での語彙学習

の状況を知るため、書くこと、聞くこと、文法学習などを含めすべての日本語学習の状況

を聞く。その結果に基づき、分析を行った。 

分析方法は、まず、録音したインタビューデータを文字化し、調査対象者の語彙学習の

状況を分析するために、分析枠組みとしてオートノミーの状態を参考にし、学習目標、リ

ソースの選択、学習シナリオ、評価、マネジメントの 5 つの項目から調査対象者の学習者

オートノミーに関する変化を分析した。各段階の日本語の学習目標によって、語彙学習の

目標が変わり、学習ストラテジーの使用状況も変っていたことを明らかにした。その分析

した結果を参考に、調査対象者の語彙学習ストラテジーをまとめた結果、間接ストラテジー

より直接ストラテジーのほうをよく使っていることがわかった。また、修正版グラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いて分析した。調査結果を 3 つのカテゴリーに

分け、語彙学習に教師の役割、学習者に与えられた影響を分析した。学習者として、語彙
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学習に現れた事情をまとめ考察を行った。 

新しい学習環境と出会っても、来たばかりの学習者たちはそのような環境を受け入れる

まで時間がかかり、それまでの学習方法に慣れていた学習者たちに対しては、様々な学習

方法やストラテジーをどう利用すれば学習に良い影響を与えるのかを考える機会を与え、

学習方法の選択を「自ら」行うという考えを生み出すことが今後の日本語学習に良い影響

を与えると思う。 

また、学習者が日本語を学習する時間が長くなると、語彙学習に使うリソースや方法に

ついて選択する力や決定する力が強くなり、日本社会との接触機会が多くなるにつれ、教

師に対する認識が変わる可能性があると言える。語彙学習早期と違い、学習後期になると、

日本語教師について、相手がどのような教師なのか、自分の学習に良い影響を与えるのか

などのことを考え、教師の役割に自分から定義を下し、教師に対する「依存性」が変わる

かもしれない。「依存性」が弱くなる可能性があるため、語彙学習早期にオートノミーとい

う概念を導入すれば、受け入れやすいと思われる。  

本調査に稿者は第三者として調査対象者の語彙学習状況を聞き、語彙学習ストラテジー

からオートノミーの発揮状況を分析したが、知識より実践あるのみである。今後、実際の

授業の邪魔しないようにオートノミーを実践導入する方法を課題としたい。  
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